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円η

共
の
留
地
は
史
館
寺
坂
の
高
陀
て
、
後
陀
奥
村
氏
の
第
地
へ
取
込
に

成
り
た
り
。
共
の
地
延
貨
の
金
部
闘
に
下
の
如
く
之
を
峨
す
。
按
歩

る
に
、
質
的
寺
は
、
延
鈍
二
年
の
由
来
舎
に
・
利
家
卿
越
前
胸
中
に

己与戸島崎

御
在
被
の
頃
、
営
寺
閉
山
党
統
法
印

へ
新
時
命
ぜ
ら
れ
、
利
長
卿
加

州
松
任

へ
御
移
の
頃
召
諮
ら
れ
、
愛
由
市
堂
建
立
す
。
共
以
後
越
中
宮

、ー一ーーー~

山
へ
御
移
の
節
も
召
巡
ら
れ
、
彼
地
に
於
て
凌
宕
堂
御
建
立
あ
り
て

新
時
命
ぜ
ら
れ
、

叉
金
稼
へ
召
連
ら
れ
、
小
立
野
花
屋
敷
地
奔
領
、

愛
宿
堂
逃
立
新
総
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
五
代
住
職
耐
悟
法
印
の
川
町
、
利

常
卿
一
七
日
時
出
身
法
を
蹄
け
さ
せ
ら
れ
、
六
代
結
成
法
印
の
降
、
光

?
?告
守
》

日
卿
話
時
の
燕
回
開
閉
召
さ
れ
、
加
賀
一
図
の
民
営
{一部
飼
頭
命
ぜ
ら

る
。
と
あ
り
て
.
愛
宕
貨
航
寺
と
精
し、

愛
定
枇
の
別
抗
也
。
文
化

広
、
於
=八
坂
-
千
二
拾
六
歩
拝
領
、

間
足
宕
堂
御
建
立
、

三
年
の
由
来

明
出
町
元
年
御
訟
を
以
て
御
家
中
車
中
加
仕
再
建
之
庭
、
惣
構
水
筋
に
て

一巡

Z
m込
に
付
移
蹄
之
儀
相
関
‘
開H
現
元
年
に
小
立
野
上
野
に
於
て

替
地
奔
領
、
愛
宕
堂
前
以
寺
共
建
立
。
共
筋
松
木
二
千
五
百
本
葬
領
被
=

仰
付
二
ニ
ケ
図
動
化
之
儀
相
周
遊
立
仕
o
と
あ
り
て
、
恋
草
加
中
は
寺

駐車中
行
直
支
配
の
寺
柄
に
て
、
新
総
所
の

一
ク
寺
友
り
。按・一千
る
に
、

昔
は
貧
随
寺
と
卯
反
明
王
院
と
を
雨
愛
白
血
と
mmし、

同
寺
共
に
震
宕
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言向4 宗主工酒
s 

Z延聖 法付る仰桜右 もへかつで雨左KtI:

印 越側野Zき11l簡貌紅 付よは いんれて ・ あのの
の宕前愛 忌り裂 八りだとま正た如型
来魯由 守{御 月候申 ん ・へ ど〈

り々 廿 陀 11、の五よ肢 に
法 し OZBTF1卿2fE 1 四べも松ど九 1)せて

陀 予印1ミ にとと 獄 日 〈 ょにと月の給

護築かを 側見、 の づ 左 候ムゐくのすへ共z山zーデ」ー ゆo~e E3也t~ レ，>;;:)陪 乙ド は候申 iょ亡たき 庁主主 り。務に

へi三立五@け んを長うつ侯

御 笠ぽ jL 護初出 t り き の
移 れ紀、月 参 よべあ f見中b 勝所開「
の .tz: 1;rの 何りくた
時 ー裂 、山 御 は桜、候ど

速召と 長 践 に時耳新= 守 にき。よ な
見卿在ー も たさり大り

ら b 移徒御 十披 孝 ひ 事申うだせた 。
れた 四給し替討の をめら z 牢IJ

り。 披年官山 砦中Ij なもてれ 長卿のふ 吉せ友=1民よ
宮 山さ時 lJjーPNt亡 やら みでてり の
にれ ・ 賜震も うれヘ ー 、我親

於彼ぽ?寺波?f火は ‘ K 候きい k 翰
て 災りへ官山 、 てもま代ま に
愛 のにた主主 き・せも も

三 O てなは K 長 問代方f務阻官相成f反 箆職と 明と共朔定
州井城国 勝所語とrrら武て J珂 ー餓寺 i冶て の 日 E堂は 士 の KtI: 成 一 、時
考雄志古 し の宕愛隙の 利家 Q tz: の り年賀踏 代横山

跡 な功肢をの同警等 合肢 卿 ・成愛 ・の は議立
友 り reE は今り宕ま申寺請理容ミキ貨脆 と

i亡 け 巣陀 、はたの 前11.;s:f (1.m .cp 11詑
云 給し ん。 心懸け詰をりE花 、殊雨る像紳 制i3-2同L2坊守長せ

ふ ひ政い 見愛宕 K 愛宕底 は t厳漁御昆師... ~ と 等知 た
。た ね 宕愛 、 闘 終る
回る陀 h たの共 i亡のせは
弁主故主 友利家卿る るたりIiiitl'制11<:卯反卯辰は 依 間守2は7 し 連場泊

ら 人話ど。~を枇殿定愛愛て 止 との聞

ん k 村 1『念主く斤5 主崇し主 祭復『雨花 開空奉FZt か利はも井 はもへ 付苦ゆ ら
石 。 . 又 絶 日月 せき o K ん

川 長卿宕前皆愛11iE|世街相兵長1 給え治合世#成りil 宇 、i制z雲JUr I さ ・ か
1金n出B せ ひた年六 ・1明 て愛宣言 。

も た 給し けり 共品I王庁v、共 文

量2宕EEt れ んけに 院 の興脇坊 後
郷 {fをl冒11は1.記ふ 。 り 酔制盟周11 、 主り主 は Bリ 後 長
問 、 どよ 信 。 愛耳枇宝 復飾 前 々 + 
井村 浩 し職図も、し、 長公去も ゆしし守L痢もあと八年

領 立けの場iiU!村のふへはゑて 愛りこ
に しる頃 井時『ζ 合卯 ・併で定。月

金
押
印
古
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浩
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十




